
15
日
目

10
月
31
日
（
十
月
四
日
）

測
地
・
久
留
村
、
下
田
村
、
白
木
河
内
村
、

早
浦
村
、
一
町
田
村
、
平
床
村
、

一
之
瀬
村(

天
草
市
河
浦
町)

泊
地
・
下
田
村(

天
草
市
河
浦
町)

《
測
》

朝
曇
天
。

両
隊
と
も
７
時
頃
出
発
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
下
河
辺
、
青
木
、
永
井
、
長
蔵
。

久
留
村
飛
地
下
田
界
よ
り
始
め
る
。
即
鎌
印
を
残
す
。
下
田
村
、

白
木
河
内
村
大
友
、
久
留
村
主
留
、
早
浦
村
路
木
、
吉
野
浦
迄

測
る(

１
０
・
１
㎞)

。

ほ
か
に
早
浦
村
ヒ
レ
島
一
周
を
測
る(

０
・
６
㎞)

。

16
時
30
分
頃
帰
宿

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
上
田
、
箱
田
、
平
助
。

鎌
印
よ
り
、
下
田
村
、
一
町
田
村
、
平
床
村
、
市
之
瀬
村
、
津

留
村
ま
で
横
切
り
、
10
月
19
日
中
田
村
よ
り
測
量
し
た
地
点
ま

で
（
７
・
２
㎞
）
。

16
時
頃
帰
宿
。

宿
は
前
日
同
。

こ
の
夜
晴
れ
曇
。
天
文
測
量
。

《
測
》
（
欄
外
）
中
田
か
ら
一
町
田
迄
下
田
街
道
、
１
３
・
２
㎞
。

《
巡
》
朝
晴
れ
る
。

坂
部
様
隊
は
（
明
日
よ
り
）
福
連
木
村
横
切
り
の
予
定
の
た
め
、

都
呂
々
村
庄
屋
が
福
連
木
へ
来
る
。

伊
能
様
隊
は
、
当
村
よ
り
早
浦
ま
で
測
量
。

坂
部
様
隊
は
、
津
留
村
ま
で
横
切
り
測
量
。

両
手
共
14
時
過
ぎ
宿
に
到
着
。
宿
は
前
夜
同
。

夜
分
天
文
観
測
を
古
城
跡
に
て
す
る
。

久
玉
村
大
庄
屋
下
田
泊
ま
り
に
出
勤
付
添
。

《
宜
》
晴
れ
。
西
風

下
田
泊
所
に
測
量
方
の
聞
き
あ
い
に
飛
脚
を
出
す
。

測
量
方
は
、
下
田
泊
よ
り
明
五
日
二
手
に
分
か
れ
測
量
。

伊
能
勘
解
由
様
は
西
廻
り
明
五
日
崎
津
泊
ま
り
、
六
日
高
浜
泊

ま
り
。

坂
部
貞
兵
衛
様
は
明
五
日
、
福
連
木
泊
ま
り
、
六
日
都
呂
々
泊

ま
り
、
七
日
に
二
手
と
も
下
津
深
江
に
泊
ま
る
予
定
。
今
富
演

五
右
衛
門
方
よ
り
申
し
来
る
。
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な
お
、
下
田
よ
り
一
町
田
組
庄
屋
中
よ
り
も
返
書
が
到
来
す
る
。

古
城
跡

古
城
跡
と
は
、
崇
円
寺
の
裏
手
に
あ
る
河
内
浦
城
の
跡
で
あ
ろ
う
。

現
在
は
、
河
内
浦
城
公
園
と
し
て
、
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は

恐
ら
く
廃
城
の
ま
ま
捨
て
置
か
れ
て
い
た
と
思
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、

天
体
観
測
に
は
、
触
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
10
坪
ほ
ど
の
広
さ
が
必

要
な
の
で
、
草
刈
り
や
機
材
を
運
ぶ
道
つ
く
り
が
村
人
の
手
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
と
思
う
。

折
角
な
の
で
、
河
内
浦
城
跡
に
あ
る
、
市
の
案
内
板
を
紹
介
し
よ

う
。

河
内
浦
城
に
つ
い
て

河
内
浦
城
は
、
天
草
五
人
衆
の
一
人
、
天
草
氏
の
居
城
で
す
。

建
武
四
年(

１
３
３
７)

五
月
三
日
付
け
の
『
志
岐
文
書
』
に

「
山
鹿
兵
藤
太
郎
高
弘
申
肥
後
国
天
草
郡
本
砥
島
并
亀
河
地
頭

職
之
事
、
請
文
披
見
訖
、
両
度
催
促
之
処
、
河
内
浦
大
夫
三
郎

入
道
構
城
郭
、
尚
使
者
放
矢
、
至
自
放
火
」
と
い
う
記
述
が
あ

り
ま
す
。
崇
圓
寺
裏
の
今
の
城
山
が
詰
め
の
城
で
寺
の
境
内
は

館
跡
地
と
思
わ
れ
ま
す
。
向
い
山
も
「
城
山
」
と
呼
ば
れ
る
下

田
城
跡
で
す
が
、
当
時
は
こ
れ
ら
が
合
わ
さ
っ
て
一
つ
の
城
を

構
成
し
ま
し
た
。

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
宣
教
師
が
記
述
し
た
『
日
本
史
』
に
は

「
天
草
氏
の
領
内
に
は
35
の
村
落
と
四
つ
の
城
が
あ
り
、
か
の

殿
の
主
な
居
宅
は
河
内
浦
と
い
う
地
に
あ
り
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

肥
後
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
『
肥
後
国
大
道
小
道
等
調
帳

〔
慶
安
四
年(

１
６
５
１)

〕
』
に
「
下
田
古
城

山
城
曲
輪
弐

百
七
拾
間

右
之
古
城
よ
り
下
田
村
迄
弐
町
」
と
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
寺
沢
広
高
統
治
の
時
代
ま
で
残
っ
た
中
世
城
跡

は
「
栖
本
城
・
佐
伊
津
城
・
久
玉
城
・
河
内
浦
城
・
軍
ケ
浦
」

の
五
城
で
す
。
こ
の
中
で
河
内
浦
城
と
栖
本
城
は
元
和
元
年(

１

６
１
５)

の
「
一
国
一
城
令
」
で
城
を
割
っ
て
、
完
全
な
屋
敷
構

え
に
な
っ
た
と
『
並
河
太
左
衛
門
記
』
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

ま
で
河
内
浦
城
代
を
つ
と
め
て
い
た
の
が
太
左
衛
門
の
父
兵
右

衛
門
で
し
た
。

(

注)

現
在
の
と
こ
ろ
軍
ケ
浦
に
城
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
の
正
確
に
は
。

「
天
草
の
諸
領
域
は
、
長
さ
が
十
四
里
、
幅
は
所
に
よ
っ
て
は
五
、

六
里
、
ま
た
は
二
里
で
あ
る
。
領
内
に
三
十
五
の
村
落
と
四
つ
の
城

が
あ
り
、
か
の
殿
の
居
宅
は
河
内
浦
と
い
う
地
に
あ
り
、
殿
に
は
四

カ
ワ
チ
ノ
ウ
ラ

人
の
息
子
と
二
人
の
（
兄
）
弟
が
い
た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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（
ル
イ
ス
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
９

大
村
純
忠
・
有
馬
晴
信
編

島
原
・
五
島
・
天
草
・
長
崎
布
教
の
苦
難

中
公
文
庫

p283

）

四
つ
の
城
と
は
、
河
内
浦
城
、
本
渡
城
、
久
玉
城
、
宮
地
城
の
こ

と
か
。

崇
円
寺

忠
敬
ら
が
宿
泊
（
２
泊
）
し
た
崇
円
寺
は
、
天
草
四
ケ
本
寺
の
一

つ
で
、
寺
領
三
十
石
。
天
草
初
代
代
官
鈴
木
重
成
は
、
天
草
の
乱
で

荒
廃
し
た
神
社
仏
閣
を
立
て
直
し
て
、
人
々
の
民
心
の
安
定
を
図
ろ

う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
幕
府
よ
り
、
寺
社
領
三
百
石
を
授
か
り
、
各

寺
社
に
配
分
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
柱
と
な
る
寺
を
四
ケ
本
寺

と
い
う
。
四
ケ
本
寺
は
、
本
村
の
東
向
寺(

曹
洞
宗
・
50
石)

、
志
岐

村
の
国
照
寺(

曹
洞
宗
・
45
石)

、
湯
船
原
村
の
円
性
寺(
浄
土
宗
・
30

石)

、
そ
し
て
一
町
田
村
の
崇
円
寺(

浄
土
宗
・
30
石)

で
あ
る
。

こ
の
崇
円
寺
の
石
段
下
に
、
伊
能
忠
敬
天
草
測
量
の
唯
一
の
標
柱

が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
。

伊
能
忠
敬
は
、
大
日
本
沿
海
輿
地
図
作
成
の
た
め
、
文
化
七

年(

１
８
１
０
年)

十
月
三
日
か
ら
四
日
ま
で
河
浦
一
帯
の
測
量

と
、
河
内
浦
古
城
跡
で
天
体
観
測
を
行
い
、
そ
の
前
後
天
草
に
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五
十
六
日
滞
在
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

忠
敬
の
測
量
日
記
に
は
、
古
城
跡
で
天
文
観
測
を
し
た
と
い
う
こ

と
は
記
さ
れ
て
な
く
、
宜
珍
の
巡
廻
日
記
に
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
56
日
間
は
誤
り
で
54
日
間
（
測
量
日
数
は
53
日
間
）
で

あ
る
。

横
切
り
測
量

横
切
り
と
は
聞
き
な
れ
な
い
が
、
横
切
り
法
と
い
う
測
量
方
法
で

あ
る
。
忠
敬
の
測
量
法
は
、
導
線
法
・
交
会
法
と
を
合
わ
せ
た
も
の

が
基
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
横
切
り
法
を
使
っ
て
、
よ
り
精
度
を
高

め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。

複
雑
な
海
岸
線
な
ど
測
量
が
正
確
に
測
れ
な
い
箇
所
の
場
合
、
岬

の
付
け
根
に
横
切
り
ル
ー
ト
を
作
っ
て
測
っ
た
り
、
並
行
す
る
街
道

を
測
っ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
沿
岸
測
線
に
つ
な
ぐ
。
ま
た
、
全
体

的
な
地
形
確
認
に
も
用
い
ら
れ
た
。
海
岸
を
一
周
し
た
だ
け
よ
り
、

内
陸
を
縦
断
し
て
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
度
を
高
め
て
い
る
。

天
草
の
場
合
、
中
田
村
か
ら
一
町
田
村
ま
で
、
一
町
田
か
ら
福
連

木
経
由
都
呂
々
ま
で
、
河
内
村
か
ら
草
積
峠
・
草
積
峠
か
ら
下
津
浦

村
ま
で
な
ど
数
か
所
で
横
切
り
測
量
を
し
て
い
る
。
（
）

伊
能
測
量
は
、
沿
海
中
心
で
あ
る
が
、
内
陸
部
も
か
な
り
測
量
し

て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
天
草
の
よ
う
に
小
さ
い
島
は
と
も
か

く
、
日
本
列
島
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
か
な
り
多
く
内
陸
部
の
測
量
も

し
て
い
る
。
そ
れ
は
第
七
次
測
量
行
程
図
（
写
真
ペ
ー
ジ
）
を
見
る

と
明
ら
か
だ
。

な
お
、
下
田
村
と
い
う
地
名
が
出
て
く
る
が
、
下
田
温
泉
の
地
で

は
な
く
、
現
在
の
河
浦
町
一
町
田
、
崇
円
寺
が
あ
る
地
で
あ
る
。
下

田
温
泉
の
あ
る
村
は
、
下
津
深
江
村
と
い
っ
た
。

16
日
目

11
月
１
日
（
十
月
五
日
）

測
地
・
一
町
田
村
、
益
田
村
、
今
村
、
早
浦
村
、

今
富
村
、
崎
津
村(

天
草
市
河
浦
町)

福
連
木
村(

天
草
市
天
草
町)

泊
地
・
（
伊
能
隊
）
崎
津
村
（
天
草
市
河
浦
町
）

（
坂
部
隊
）
福
連
木
村
（
天
草
市
天
草
町
）

《
測
》

朝
曇
り
晴
れ
。

手
分
け
し
て
測
量
。
坂
部
隊
は
下
田
村
よ
り
都
呂
々
村
迄
大
横

切
り
。
共
に
７
時
前
頃
下
田
村
出
発
。

【
坂
部
隊
】
坂
部
、
青
木
、
箱
田
、
平
助
。
（
以
下
10
月
８
日
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ま
で
は
、
名
前
省
略
。
）

一
町
田
村
、
昨
31
日
の
一
印
よ
り
始
め
る
。

倉
田
、
平
畑
、
平
野
、
そ
れ
よ
り
益
田
村
倉
谷
、
今
村
板
河
内
、

五
太
郎
峠
、
福
連
木
村
山
の
口
ま
で
測
る
。
（
福
連
木
村
内
御

林
山
、
門
山
、
帯
山
、
薄
木
山
。
御
林
御
用
木
は
椛
橿
な
り
。

こ
の
節
御
役
に
て
御
用
木
１
４
５
本
、
毎
日
福
連
木
村
よ
り
百

姓
２
人
宛
て
山
番
に
出
る
。
12
㎞
）
。

16
時
頃
、
福
連
木
村
着
。

宿
・
庄
屋
尾
上
文
治
。

【
伊
能
隊
】
伊
能
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
田
、
長
蔵
。
（
以
下

10
月
８
日
ま
で
は
、
名
前
省
略
。
）

早
浦
村
吉
野
浦
よ
り
始
め
る
。

土
手
内
、
河
ヶ
迫
、
今
富
村
飛
地
小
島
・
四
名
田
、
竹
薮
、
そ

れ
よ
り
今
富
村
飛
地
小
島
飛
地
界
、
崎
津
村
飛
地
界
、
白
岩
ま

で
測
る
（
８
・
４
㎞
）
。

そ
れ
よ
り
、
30
日
に
先
手
始
め
、
箱
崎
よ
り
崎
津
村
落
戸
ま
で

測
る
（
０
・
８
㎞
）

13
時
前
崎
津
村
へ
到
着
。

本
陣
・
庄
屋
吉
田
宇
治
之
助
。

脇
宿
・
折
七
。

こ
の
夜
晴
天
、
天
文
測
量
。

《
巡
》
晴
天

５
時
頃
下
田
村
出
発
。
中
田
村
庄
屋
付
添
。

坂
部
様
隊
は
福
連
木
村
へ
横
切
り
。
都
呂
々
村
ま
で
通
る
つ
も

り
で
、
福
連
木
宿
泊
。

伊
能
様
は
、
早
浦
の
残
り
分
を
測
量
。
崎
津
村
へ
泊
り
の
つ
も

り
で
14
時
頃
崎
津
村
へ
着
船
。

伊
能
様
宿
・
崎
津
村
役
座
。

下
河
辺
、
永
井
様
宿
・
織
七
（
《
測
》
で
は
折
七
）
宅
。

代
官
様
宿
・
多
田
屋
新
宅
。

付
廻
り
衆
・
薩
摩
屋
。

崎
津
と
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン

こ
の
日
か
ら
、
本
隊
と
支
隊
と
に
分
か
れ
て
測
量
す
る
。
本
隊

（
伊
能
隊
）
は
海
岸
沿
い
を
河
浦
（
現
）
か
ら
大
江
、
高
浜
、
小
田

床
村
ま
で
。
支
隊
（
坂
部
隊
）
は
、
内
陸
部
の
河
浦
か
ら
板
の
河
内

を
抜
け
福
連
木
、
都
呂
々
木
場
、
都
呂
々
。
都
呂
々
よ
り
海
岸
沿
い

を
南
下
、
下
津
深
江
、
小
田
床
村
ま
で
。
再
度
と
都
呂
々
木
場
よ
り

山
越
え
で
年
柄
村
、
内
田
村
、
志
岐
村
を
測
量
し
、
富
岡
で
合
流
し

て
い
る
。
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伊
能
本
陣
は
、
崎
津
村
庄
屋
吉
田
宇
治
之
助
役
宅
。
こ
の
地
に
現

在
は
、
崎
津
教
会
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
崎
津
教
会
の
祭
壇
の
位
置

で
、
絵
踏
み
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
崎
津
村
に
は
、
大
江

村
や
今
富
村
な
ど
と
共
に
、
多
数
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
存
在
し
、

そ
れ
が
発
覚
、
天
草
を
揺
る
が
す
事
件
が
起
き
て
い
る
。
伊
能
測
量

の
七
年
前
で
あ
る
。
後
に
「
宗
門
心
得
違
い
」
ま
た
は
「
天
草
崩
れ
」

と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。

享
和
三
年
（
１
８
０
３
）
、
今
富
村
（
現
在
の
天
草
市
河
浦
町
今

富
）
付
近
で
、
密
か
に
邪
宗
門
を
信
じ
る
者
が
あ
る
と
の
風
聞
が
流

れ
た
。
そ
の
一
つ
の
怪
し
き
も
の
と
し
て
、
牛
殺
し
が
行
わ
れ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
牛
馬
は
農
耕
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
仏
教
の
精
神
に
よ
っ
て
、
牛
馬
を
殺
す
こ
と

は
法
度
で
あ
っ
た
。

牛
を
殺
す
の
に
は
、
キ
リ
ス
ト
信
徒
が
祝
日
に
牛
肉
を
神
前
に
供

え
、
こ
れ
を
食
す
る
と
い
う
習
わ
し
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
役
所
は
今
富
村
庄
屋
上
田
友
三
郎
に
、
内
情
探
査
を
さ
せ
、

同
時
に
志
岐
村
国
照
寺
の
大
成
も
ま
た
陣
屋
の
内
命
を
受
け
同
地
に

赴
い
て
、
共
に
家
々
の
臨
検
説
法
を
行
な
っ
た
。

邪
宗
門
と
は
勿
論
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
。
幕
府
は
、
天
草
島
原
の

乱
後
、
最
大
施
策
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
を
掲
げ
、
乱
か
ら
１

６
５
年
経
っ
た
当
時
で
も
、
度
々
の
禁
止
お
触
れ
や
、
廻
村
を
行
い

宗
門
改
め
と
称
す
る
絵
踏
み
な
ど
、
そ
の
取
締
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
隠
れ
信
者
が
潜
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
為

政
者
の
驚
き
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
天
草
は
、
島
原
藩
預
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
策
如
何
で

は
、
藩
の
取
り
潰
し
に
ま
で
発
展
す
る
恐
れ
す
ら
あ
っ
た
。

今
富
村
庄
屋
・
上
田
友
三
郎
は
、
上
田
宜
珍
の
弟
で
あ
る
。
も
と

も
と
今
富
村
の
庄
屋
は
、
大
崎
氏
で
あ
っ
た
。
そ
の
庄
屋
吉
五
郎
が

若
く
し
て
亡
く
な
り
、
そ
の
息
は
幼
年
（
３
歳
）
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
高
浜
村
庄
屋
で
あ
っ
た
上
田
宜
珍
が
、
代
官
所
の
命
で
兼
帯
庄

屋
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く
し
て
、
宜
珍
の
弟
で
養
子
と
な
っ
て
い

た
、
友
三
郎
が
専
任
の
今
富
村
庄
屋
と
な
っ
た
。

こ
の
邪
宗
門
対
策
に
、
上
田
宜
珍
、
友
三
郎
を
送
り
込
ん
だ
と
の

説
も
あ
る
。
殊
に
宜
珍
は
、
代
官
所
で
も
特
に
信
頼
を
置
い
て
い
る

存
在
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

文
化
元
年
二
月
二
日
～
二
月
二
十
六
日

上
田
庄
屋
は
、
探
索
を

進
め
、
二
日
に
は
、
信
者
嫌
疑
者
と
し
て
25
名
、
牛
殺
し
嫌
疑
者
と

し
て
９
名
を
挙
げ
た
の
に
続
き
、
二
十
六
日
に
は
、
さ
ら
に
26
名
を

富
岡
役
所
へ
報
告
す
る
。

探
索
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
今
富
村
の
み
な
ら
ず
、
隣
村
の
大
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江
村
、
崎
津
村
で
も
信
者
が
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。
こ
れ
ま
で
内
々

に
進
め
て
い
た
探
索
が
表
ざ
た
と
な
る
。

そ
し
て
島
原
藩
は
こ
れ
ら
の
嫌
疑
者
を
検
挙
す
る
こ
と
に
し
、
吟

味
奉
行
が
出
役
す
る
。
さ
ら
に
、
吟
味
奉
行
は
、
山
方
役
や
大
庄
屋

を
陣
屋
に
招
集
し
、
取
り
調
べ
を
本
格
化
す
る
。

更
に
、
宜
珍
の
高
浜
村
に
ま
で
、
信
者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

現
在
で
い
う
被
疑
者
・
容
疑
者
を
富
岡
陣
屋
ま
で
出
頭
さ
せ
、
取

り
調
べ
を
行
っ
た
結
果
、
ほ
ぼ
全
容
が
解
明
す
る
。

こ
の
事
案
に
対
し
て
、
大
き
な
事
件
に
発
展
す
る
こ
と
を
恐
れ
た

当
局
側
は
、
検
挙
し
罰
則
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
誤
り
を

糺
す
と
い
う
方
針
を
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
取
り
調
べ
に
当
た
っ
て
、
拷
問
を
与
え
た
り
す
る
の
で

は
な
く
、
密
か
に
宗
教
的
異
物
を
持
っ
て
い
る
者
は
。
そ
れ
を
夜
半

こ
っ
そ
り
と
、
指
定
し
た
と
こ
ろ
へ
投
げ
込
め
さ
せ
た
り
、
滾
々
と

こ
ん
こ
ん

あ
な
た
た
ち
は
間
違
っ
た
教
え
を
信
じ
て
い
る
と
説
諭
し
た
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
方
策
を
立
て
、
当
局
に
そ
れ
を
実
行
さ
せ
た
の
は
や
は
り
宜

珍
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
心
得
違
い
と
い
う
こ
と
で
改

宗
さ
せ
て
事
な
き
を
得
た
。

最
終
的
に
心
得
違
い
の
者
は
５
２
０
５
人
に
も
及
ん
だ
。
村
ご
と
の

割
合
は
表
の
通
り
。

こ
れ
を
見
る
と
、
い
か
に
多
く
の
人
々
が
、
心
得
違
い
を
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

実
に
驚
く
べ
き
数
字
で
あ
る
。
よ
く
も
こ
れ
だ
け
の
割
合
で
隠
れ

信
者
が
居
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
よ
く
も
表
ざ
た
に
な
ら
な

か
っ
た
も
の
だ
。

さ
て
、
こ
れ
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
見
な
さ
ず
、
心
得
違
い
と
し
た
の
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村 名

隠れ信徒 総村人高 比率

信徒/村人

(％)人数 戸数 人数 戸数

大江村 2,132 441 3,143 569 67.8

崎津村 1,710 不明 2,401 209 71.2

今富村 1,047 不明 1,836 159 57.0

高浜村 316 88 3,320 579 09.5

合 計 5,205 10,700 1,513 48.6

資料・「宗門心得違い事件」より 比率は筆者計算

崎津村の人口は3,143人説もある



に
は
、
余
り
に
も
多
く
の
村
人
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
ろ

う
が
、
ど
う
調
べ
て
も
、
純
粋
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
天
草
か
ら
指
導
者
の
司
祭
が
居
な
く
な
っ
た
た
め
、
キ

リ
ス
ト
教
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
初
は
、
正
規
な
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
が
、
親
か

ら
子
へ
子
か
ら
孫
へ
と
何
世
代
も
経
る
間
に
、
大
き
く
変
容
し
た
。

た
だ
先
祖
か
ら
伝
わ
っ
た
た
め
、
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
し

て
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
意
味
を
持
た
な
い
も
の
と
な

り
、
何
時
し
か
土
俗
的
宗
教
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
は
、
彼
ら
が
唱
え
て
い
た
オ
ラ
シ
ョ
や
仏
教
的
な
も
の
と
合

体
し
た
よ
う
な
具
物
等
が
全
く
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
た
だ
、
守
ら
れ
て
い
た
の
は
、
絶
対
隠
れ
て

信
仰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
取
り
締
ま
る
方
と
し
て
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
認
定
で
き
な
か
っ

た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
取
り
締
ま
る
側
自
体
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
何
た
る
か

も
わ
か
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。

こ
の
研
究
を
続
け
て
い
る
、
浜
崎
献
作
氏
は
、
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
で
は
な
く
、
伝
承
キ
リ
シ
タ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
」
と
言
う
。

ま
た
、
こ
の
隠
れ
信
者
発
見
で
、
隠
れ
・
伝
承
が
無
く
な
っ
た
と

は
い
え
ず
、
な
ん
と
昭
和
初
期
ま
で
続
い
た
と
い
う
か
ら
、
宗
教
の

力
は
す
ご
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
伝
承
と
言
え
る
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
明
治
以
降
に
真
の
キ
リ
ス
ト
教
が
再
度
入
っ
て
き
た
が
、
こ

の
隠
れ
信
者
た
ち
は
、
そ
れ
を
拒
ん
だ
と
い
う
。

そ
れ
は
自
分
た
ち
が
信
じ
守
り
通
し
て
き
た
宗
教
と
、
明
治
に
な
っ

て
入
っ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
が
あ
ま
り
に
も
違
っ
て
い
た
た
め
だ
。

上
田
宜
珍
大
庄
屋
格
へ

こ
の
心
得
違
い
事
件
の
解
決
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
上
田
宜
珍
以

下
大
庄
屋
庄
屋
達
へ
、
幕
府
よ
り
褒
美
が
下
さ
れ
て
い
る
。
特
に
宜

珍
は
破
格
で
、
大
庄
屋
格
・
帯
刀
御
免
を
申
し
受
け
て
い
る
。

以
下
、
宜
珍
日
記
に
こ
の
賞
美
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
文
化
五
年
）
正
ノ
廿
九
日

一
富
岡
ゟ
船
ニ
而
罷
帰

昨
日
御
役
所
ニ
而
被
仰
渡

左
之
通

御
出
席

御
役
人

荒
木
武
太
夫
様

小
川
佐
十
郎
様

御
目
付

松
本
岩
兵
衛
様

御
代
官

渡

辺

良

助

様

小
川
仁
兵
衛
様

旧
臘
（
去
年
の
暮
）
二
日
公
事
方
御
奉
行
松
平
兵
庫
頭
様
ゟ

御
書
付
を
以
被
渡
候
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其
御
預
所
肥
後
国
天
草
郡
之
内

異
法
持
候
も
の
共
吟
味
一

味
ニ
付
骨
折
候
村
方
之
者
共

御
賞
美
之
儀
先
達
而
被
申
聞
候

趣
を
以

伺
之
上
牧
野
備
前
守
殿
依
御
指
図

左
之
通
被
下

之
候

高
浜
村
庄
屋

上

田

源

作

以
来
其
身
一
代
大
庄
屋
格
申
付

帯
刀
御
免
白
銀
十
枚
被
下
之

天
草
郡
相
続
方
調
掛

江
間
新
五
右
衛
門

御
領
組
大
庄
屋

長
岡
五
郎
左
衛
門

志
岐
組
大
庄
屋

平

井

為

五

郎

久
玉
組
大
庄
屋

中

原

新

吾

右
四
人
江
白
銀
七
枚
宛
被
下
之

大
江
組
大
庄
屋

松

浦

四

郎

八

大
矢
野
組
大
庄
屋

吉

田

長

平

福
連
木
村
庄
屋

尾

上

文

平

都
呂
々
組
庄
屋

酒
井
兼
右
衛
門

右
四
人
江
白
銀
五
枚
宛
下
之

今
富
村
庄
屋

上

田

友

三

郎

崎
津
村
庄
屋

吉
田
宇
治
之
助

右
弐
人
江
白
銀
三
枚
宛
被
下
之

右
之
通
ニ
付
夫
々
可
被
申
渡
候

卯
十
一
月

右
之
通
被
仰
付
候
間
難
有
可
奉
頂
戴
之
段
被
仰
渡
候

為
五

郎
新
吾
兼
右
衛
門
ヘ
ハ
出
府
ニ
付
於
江
戸
表
被
仰
渡
候

何
れ

も
御
請
印
形
可
仕
旨
被
仰
渡
印
達
差
上
候

扨
々
冥
加
至
極

難
有
御
事
ニ
候

松
浦
氏
不
参
銀
子
御
渡
受
取
置
候
処

夕

方
御
出
候
故
慥
相
渡
ス

文
平
殿
不
文
治
名
代

一
拙
者
儀
大
庄
屋
格
ヘ
被
仰
付
候
ニ
付

坐
席
之
義
長
岡
氏
ゟ

御
伺
之
処

町
役
人
中
ゟ
上
席
ニ
被
仰
付
候
段

御
代
官
様

ゟ
被
仰
渡
候

一
御
部
屋
々
々
江
御
禮
ニ
相
廻
而
引
取

一
尾
上
文
平

去
冬
隠
居
願
之
通
御
免
被
仰
下

出
勤
中
出
精

候
ニ
付
金
弐
百
疋
被
下
置

跡
御
役
儀
倅
文
治
江
被
仰
付
候
段

被
仰
渡
候

文
平
不
参
ニ
付
拙
者
名
代
ニ
而
承
候
様
被
仰
聞
候

大
庄
屋
格
、
帯
刀
有
難
く
受
け
る
事
。
ま
た
平
井
、
中
原
、
酒
井

氏
は
出
府
中
の
た
め
、
江
戸
表
で
仰
せ
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
。
松
浦

氏
は
欠
席
し
た
た
め
銀
子
は
取
り
置
い
た
こ
と
。
尾
上
文
平
は
隠
居

し
て
い
る
た
め
、
文
治
が
代
わ
り
に
参
っ
た
こ
と
。

宜
珍
は
大
庄
屋
格
と
な
っ
た
た
め
、
坐
席
が
町
役
人
よ
り
上
席
に
、

代
官
よ
り
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
。
な
ど
な
ど
が
説
明
書
き
の
よ
う
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に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

平
井
氏
ら
三
氏
が
出
府
し
て
い
る
理
由
は
、
文
化
三
年
よ
り
減
税

願
い
を
し
て
い
る
が
埒
が
明
か
な
い
た
め
、
出
府
し
て
直
談
判
に
及

ぶ
た
め
で
あ
る
。
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
向
こ
う
10

年
間
年
貢
１
１
５
０
石
、
11
年
目
か
ら
５
年
間
は
７
５
０
石
、
16
年

目
５
年
間
は
３
５
０
石
の
減
免
で
、
そ
の
後
元
に
戻
す
と
の
許
し
が

あ
っ
て
い
る
。
（
近
代
年
譜
）

福
連
木
の
御
用
林
と
天
草
樫

11
月
１
日
の
坂
部
隊
測
量
日
記
に
、
「
福
連
木
村
内
御
林
山
、
門

山
、
帯
山
、
薄
木
山
。
御
林
御
用
木
は
椛
橿
な
り
」
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
椛
橿
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
椛
は
紅

葉
、
橿
は
樫
の
木
の
こ
と
で
あ
る
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で

よ
く
よ
く
調
べ
て
み
た
ら
、
葉
長
樫
の
事
で
あ
る
よ
う
だ
。
「
は
な

が
か
し
」
が
「
椛
樫
」
と
誤
っ
た
か
、
当
時
は
そ
う
表
記
さ
れ
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
が
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
。

「
槍
柄
材
と
し
て
、
江
戸
幕
府
将
軍
家
に
直
納
さ
れ
て
い
た
の

は
、
優
れ
た
堅
さ
と
弾
力
性
を
持
ち
、
真
っ
直
ぐ
20
ｍ
以
上
に

生
長
す
る
天
草
の
葉
長
樫
（
ハ
ナ
ガ
カ
シ
）
と
い
う
種
類
」

「
江
戸
時
代
に
風
靡
し
た
天
草
ブ
ラ
ン
ド
の
葉
長
樫
は
、
現
在

で
は
福
連
木
国
有
林
に
僅
か
に
残
る
の
み
と
な
り
、
希
少
種
に

指
定
さ
れ
、
伐
採
は
不
可
」

ま
た
、
川
路
聖
謨
の
日
記
に
は
。

「
天
保
十
一
年
十
月
十
日

昨
日
、
嘉
十
郎
と
槍
を
遭
い
、
組

合
い
候
処
、
槍
の
上
へ
互
い
に
こ
ろ
び
て
、
槍
折
れ
候
い
ぬ
。

よ
っ
て
、
こ
こ
の
か
し
の
柄
を
取
寄
せ
み
る
に
、
お
さ
お
さ
天

草
「
天
草
か
し
、
肥
後
国
天
草
特
産
白
樫
・
槍
柄
に
好
適
」
の

ご
と
し
。
か
し
は
海
辺
に
よ
ろ
し
き
か
も
し
ら
ず
。
」

◇

参
考
資
料
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こ
の
樫
が
自
生
し
て
い
る
山
一
帯
は
、
現
在
官
山
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
徳
川
時
代
は
、
幕
府
の
御
用
山
（
御
林
と
呼
ば
れ
た
）
で
あ
っ

お
ん
は
や
し

た
。
で
は
な
ぜ
御
林
と
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
こ
の
山
の
樫
の
木

が
槍
の
柄
に
最
適
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ぜ
分
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
分
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

こ
の
樫
の
木
を
徳
川
将
軍
家
の
槍
の
柄
に
す
る
た
め
、
村
人
が
立
ち

入
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
山
と
な
っ
た
。

文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
の
書
上
げ
に
よ
る
と
、
規
模
は
、
角
山
、

帯
山
、
薄
木
山
、
こ
れ
に
添
え
山
と
し
て
若
林
山
、
石
原
山
合
計
で
、

156



９
０
０
町
６
反
（
約
９
０
０
㏊
）
に
及
ん
だ
。
ま
た
、
木
の
数
も
管

理
さ
れ
、
総
樹
木
数
は
、
11
万
４
千
８
１
２
本
、
但
し
ほ
と
ん
ど
が

雑
木
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
の
樫
の
木
を
守
る
た
め
、
あ
る
い
は
切
り

出
す
た
め
、
と
て
つ
も
な
い
雑
木
ま
で
管
理
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
の
幕
府
権
力
の
強
大
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
（
『
天

草
歴
史
談
叢
』
田
中
昭
策
）

当
時
の
村
人
の
生
活
は
、
朽
ち
木
や
生
木
、
枝
を
炭
や
燃
料
に
、

落
ち
葉
を
肥
料
に
す
る
な
ど
、
山
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

御
林
に
な
る
と
、
留
山
と
な
り
、
村
人
の
立
ち
入
り
も
禁
止
さ
れ
た
。

管
理
、
監
督
は
、
富
岡
附
き
山
方
役
の
江
間
家
及
び
福
連
木
村
庄
屋

尾
上
家
が
、
専
任
の
山
守
を
常
置
し
て
見
回
っ
て
い
た
と
い
う
。
台

風
な
ど
に
よ
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
富
岡
役
所
か
ら
役
人
が

直
接
出
向
き
、
山
方
役
人
、
村
役
人
立
会
い
の
も
と
早
速
倒
木
数
な

ど
被
害
状
況
を
詳
細
に
調
べ
、
後
日
村
人
に
よ
る
仕
業
で
な
い
こ
と

の
証
に
し
た
と
い
う
。

槍
柄
木
の
切
り
出
し
は
、
代
官
差
配
の
元
、
山
方
役
人
、
庄
屋
立

会
い
の
も
と
行
わ
れ
た
。
元
禄
十
四
年
（
１
７
０
１
）
に
は
、
槍
製

造
業
者
の
請
負
と
し
て
行
わ
れ
、
京
都
の
槍
屋
と
長
崎
の
具
足
屋
が

７
千
本
も
の
大
量
な
木
を
伐
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
宝
永
五
年

（
１
７
０
９
）
か
ら
は
、
13
年
ご
と
に
定
期
的
な
切
り
出
し
制
と
な

り
、
安
政
五
年
（
１
８
５
８
）
ま
で
続
い
て
い
る
。

伐
採
し
た
樫
は
、
４
、
５
ｍ
に
切
り
詰
め
、
山
方
役
人
が
付
添
、

下
津
深
江
ま
で
運
ん
だ
。
そ
こ
で
１
週
間
潮
漬
け
に
し
た
後
、
筵
に

包
み
、
切
り
口
は
上
質
紙
で
目
張
り
を
し
て
、
船
で
大
坂
や
江
戸
へ

運
ば
れ
た
。
よ
く
時
代
劇
で
登
場
す
る
シ
ー
ン
に
、
御
用
品
や
献
上

品
の
運
搬
に
接
し
た
も
の
は
、
土
下
座
を
さ
せ
ら
れ
る
の
が
あ
る
が
、

こ
の
樫
も
ま
た
そ
の
類
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

福
連
木
村
庄
屋

尾
上
文
治
公
雄

(

１
７
７
８-

１
８
３
７)

11
月
１
日
（
十
月
五
日
）
坂
部
支
隊
が
泊
ま
っ
た
の
が
、
福
連
木

村
九
代
目
庄
屋
尾
上
文
治
宅
。

こ
の
尾
上
文
治
は
、
上
田
宜
珍
の
影
響
を
受
け
て
、
宜
珍
と
同
じ

本
居
太
平
に
歌
を
学
ん
だ
。

多
忙
な
村
政
と
村
内
に
あ
る
幕
府
御
林
の
管
理
を
勤
め
る
。
徳
川

将
軍
家
の
槍
の
柄
は
、
福
連
木
の
も
の
と
限
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。

こ
の
御
林
と
呼
ば
れ
た
山
の
管
理
・
監
視
は
尾
上
庄
屋
家
の
重
大
任

務
で
あ
っ
た
。

文
治
の
名
は
、
庄
屋
と
し
て
よ
り
文
化
人
と
し
て
名
高
い
。
文
政

九
年
五
月
よ
り
宜
珍
の
師
で
も
あ
る
紀
州
本
居
大
平
の
門
に
入
り
、

歌
道
に
精
進
す
る
。

天
保
八
年
（
１
８
３
７
）
十
一
月
二
十
九
日
歿
。
法
名

解
脱
院

釋
證
道
居
士
。
墓
は
福
連
木
の
山
中
に
あ
る
。
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17
日
目

11
月
２
日
（
十
月
六
日
）

測
地
・
崎
津
村
（
天
草
市
河
浦
町
）

大
江
村
、
福
連
木
村
（
天
草
市
天
草
町
）

都
呂
々
村
（
苓
北
町
）

泊
地
・
【
伊
能
隊
】
崎
津
村
（
天
草
市
河
浦
町
）

【
坂
部
隊
】
都
呂
々
村
（
苓
北
町
）

《
測
》

朝
曇
天

【
伊
能
隊
】

７
時
出
発
。

崎
津
村
落
戸
よ
り
始
め
る
。
程
屋
、
中
ノ
迫
、
月
河
原
、
今
富

地
先
、
﨑
津
村
（
上
湊
）
田
の
迫
、
庄
兵
衛
ノ
コ
バ
、
そ
れ
よ

り
崎
津
村
の
人
家
続
き
、
舟
津
、
下
町
、
蛍
月
迫
、
三
森
、
小

高
、
そ
れ
よ
り
大
江
軍
ケ
浦
、
洲
崎
、
平
田
、
大
浦
、
中
浦
、

碇
瀬
ま
で
測
る
（
落
戸
よ
り
崎
津
の
宿
ま
で
３
・
３
㎞
、
宿
よ

り
セ
ド
ノ
ま
で
５
・
６
㎞
。
外
、
黒
瀬
鼻
１
・
３
㎞
、
合
計
１

０
・
２
㎞
、
外
に
宿
ま
で
27
ｍ
）
。

16
時
頃
に
帰
宿
。
宿
は
、
前
日
同
。

17
時
こ
ろ
よ
り
小
雨
。
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富
岡
町
年
寄
・
高
﨑
伝
左
衛
門
来
る
。

【
坂
部
隊
】

６
時
こ
ろ
福
連
木
村
出
発
。

同
所
山
ノ
口
よ
り
猿
越
峠
（
則
村
界
）
、
都
呂
々
村
登
尾

峠
を
越
え
、
都
呂
々
村
木
場
木
ま
で
測
量
（
８
・
４
㎞
）
。

15
時
都
呂
々
着
。

宿
・
都
呂
々
村
庄
屋
酒
井
平
太
兵
衛
。

《
巡
》
曇
天

坂
部
様
隊
は
都
呂
々
村
へ
泊
と
の
事
。

崎
津
向
辺
田
よ
り
始
め
、
町
通
り
測
量
。
崎
津
村
お
ち
と
よ
り

大
江
村
の
内
外
黒
瀬
ま
で
済
ま
せ
宿
着
。

富
岡
町
年
寄
高
嶋
伝
左
衛
門
当
所
ま
で
来
る
。

富
岡
町
の
町
役
人

先
に
本
隊
に
面
会
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
の
に
、
町
年
寄
と
い
う

役
職
が
つ
い
て
い
る
。

こ
の
町
年
寄
と
は
。

富
岡
町
は
、
代
官
所
の
所
在
地
で
あ
っ
た
た
め
、
天
草
郡
内
で
た

だ
一
つ
だ
け
町
制
が
布
か
れ
た
。
大
げ
さ
だ
が
、
現
代
の
日
本
で
い

う
と
、
東
京
都
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
富
岡
町
に

は
村
政
と
違
い
、
町
年
寄
や
庄
屋
が
い
て
、
若
干
形
態
が
違
っ
て
い

た
。

こ
の
制
度
発
足
に
つ
い
て
、
天
草
近
代
年
譜
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

明
暦
三
年
（
１
６
５
７
）
新
に
、
一
丁
目
杢
左
衛
門
を
町
年

寄
に
加
え
、
二
丁
目
に
は
町
庄
屋
を
置
く
。
即
ち
、
先
支
配
来

城
外
の
二
区
に
の
み
、
三
丁
目
（
岡
部
家
）
、
五
丁
目
（
田
中

し
ろ
そ
と

家
）
と
町
年
寄
二
名
を
配
置
の
処
、
さ
ら
に
城
内
民
家
を
も
町

掛
り
と
す
べ
く
、
一
丁
目
（
村
川
家
）
一
名
を
加
え
、
二
丁
目

に
は
町
庄
屋
（
荒
木
家
）
一
名
を
配
置
し
、
以
っ
て
町
政
の
完

璧
を
期
す
。

町
年
寄
と
庄
屋
。
な
か
な
か
複
雑
だ
。
こ
の
町
年
寄
は
、
庄
屋
と

同
じ
く
世
襲
制
で
あ
っ
た
が
、
交
代
も
あ
っ
た
。

近
代
年
譜
の
「
組
々
村
々
庄
屋
」
に
は
、
延
享
三
年
（
１
７
４
６
）

に
は
、
富
岡
町
年
寄
の
一
人
が
（
田
中
）
傳
左
衛
門
と
な
っ
て
い
る

が
、
寛
政
八
年
（
１
７
９
６
）
に
は
高
嶋
喜
八
郎
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
の
富
岡
町
役
人
と
し
て
、
次
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

冨
岡
町
庄
屋

荒
木
市
郎
左
衛
門

同

町
年
寄

村
川
弥
藤
次
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同

町
年
寄

岡
部
伝
四
郎

同

町
年
寄

高
嶋
喜
八
郎

同
じ
く
近
代
年
譜
本
欄
で
は
、
安
永
五
年
（
１
７
７
６
）
に
は
田

中
、
文
化
十
年
（
１
８
１
３
）
に
は
高
嶋
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

（
田
中
）
か
ら
高
嶋
へ
の
交
代
時
期
は
「
苓
北
町
史
」
に
よ
る
と
、

文
化
十
年
（
１
８
１
３
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
代
年
譜
で
は
、
そ

れ
よ
り
早
い
寛
政
八
年
に
高
嶋
に
な
っ
て
い
る
。
宜
珍
の
巡
廻
日
記

で
は
高
嶋
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
に
交
代
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
能
日
記
の
高
崎
は
高
嶋
の
誤
記
で
あ

る
。ま

た
、
苓
北
町
史
で
は
岡
部
は
鶴
田
へ
安
政
二
年
（
１
８
５
５
）

に
代
わ
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
年
譜
で
は
安
政
六
年
（
１
５
８

９
）
時
は
岡
部
の
ま
ま
で
あ
る
。

詳
し
く
は
、
「
苓
北
町
史
」
第
４
章
近
代

四

天
草
郡
の
行
政

機
構
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
（
）
付
苗
字
は
、
庄
屋
、
町
庄
屋
、
町
年
寄
が
寛
政
八
年

（
１
７
９
６
）
苗
字
御
免
以
前
の
た
め
で
あ
る
。

18
日
目

11
月
３
日
（
十
月
七
日
）

測
地
・
崎
津
村(

天
草
市
河
浦
町)

大
江
村
、
高
浜
村(

天
草
市
天
草
町)

都
呂
々
村(

苓
北
町)

下
津
深
江
村
、
小
田
床
村

(

天
草
市
天
草
町)

泊
地
・
【
伊
能
隊
】
高
浜
村(

天
草
市
天
草
町)

【
坂
部
隊
】
下
津
深
江
村(

天
草
町)

《
測
》

前
夜
よ
り
大
風
、
曇
り
、
波
荒
い
、
小
雨
度
々
降
る
。

【
伊
能
隊
】

６
時
、
崎
津
村
出
発
。
（
測
量
一
手
同
前
）
。

昨
日
測
り
終
の
碇
瀬
ま
で
。
波
荒
く
、
船
で
行
く
こ
と
は

困
難
。
歩
行
し
て
大
江
村
迫
と
の
町
見
梵
天
よ
り
始
め
る
。

横
浜
、
沖
ノ
原
、
高
浜
村
西
平
、
ヲ
ホ
ソ
ウ
ヅ
迄
測
る

（
７
・
３
㎞
、
外
に
大
江
村
江
崎
片
側
３
２
７
ｍ
）
。

17
時
に
高
浜
村
到
着
。

宿
・
庄
屋
源
作
（
家
作
広
よ
し
）
。

こ
の
夜
曇
り
晴
れ
、
雲
間
に
測
量
。

【
坂
部
隊
】

６
時
頃
都
呂
々
村
出
発
。
昨
日
測
り
止
め
木
印
よ
り
始
め

る
。
海
辺
を
逆
測
。

小
松
川
、
上
萱
、
下
津
深
江
村
下
萱
、
小
田
床
村
鬼
岡
浦
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横
枕
迄
測
る
（
９
・
１
㎞
）
。

15
時
頃
下
津
深
江
村
到
着
。

宿
・
庄
屋
西
島
郷
助
。

《
巡
》
曇
天

戌
亥
（
前
夜
19
時
か
ら
23
時
こ
ろ
）
か
ら
風
が
強
く
、

雨
が
止
む
こ
と
な
く
降
り
続
い
て
い
る
。

７
時
頃
乗
船
。
風
波
が
強
い
が
そ
れ
を
押
し
て
測
量
を
す
る
つ

も
り
で
出
発
。
し
か
し
船
に
よ
る
測
量
は
困
難
で
あ
り
、
俄
か

に
海
辺
に
道
を
作
り
、
測
量
を
し
て
、
大
江
高
浜
境
ま
で
済
む
。

16
時
こ
ろ
高
浜
着
。

御
用
向
き
・
坂
部
貞
兵
衛
様
返
事

伊
能
勘
解
由
裏
封

右
の
書
状
を
渡
さ
れ
た
た
め
、
飛
脚
で
大
庄
屋
中
の
添
書
を

付
け
て
、
国
照
寺
領
、
志
岐
組
、
富
岡
町
、
井
手
組
ま
で
書
状

帳
面
を
送
る
。
御
用
向
き
の
相
談
が
色
々
あ
る
。

上
田
源
作
快
気

今
日
よ
り
又
々
勤
め
る
。

伊
能
様
他
全
員
宿
・
高
浜
村
役
座
。

代
官
様
宿
・
善
作
宅
。

付
廻
り
衆
宿
・
新
左
衛
門
宅
。

郡
中
荷
物
方
宿
・
伯
英
老
宅
。

竿
取
宿
・
徳
次
郎
宅
。

坂
部
様
は
下
津
深
江
へ
泊
ま
り
。

今
晩
天
文
観
測
を
実
施
。

《
宜
》測

量
方
御
役
人

伊
能
勘
解
由
様

下
河
辺
政
五
郎
様

永
井
要
助
様

総
上
下
10
人

右
御
役
人
様
方
崎
津
出
立

陸
通
り
大
江
村
海
辺
測
量
当
村
大

そ
う
づ
ま
で
来
る
。
そ
れ
よ
り
千
の
通
り
を
通
り
15
時
頃
着
き

泊
ま
り
。

付
添
代
官

藤
本
恕
助
様
上
下
三
人
。

付
添
大
庄
屋

中
原
新
吾
。

吉
田
長
平
。

庄
屋

橋
口
嘉
左
衛
門
。

大
堂
作
右
衛
門
。

伊
能
様
・
下
河
辺
様
・
永
井
様

竿
取
共
に
総
上
下
10
人
宿
役
座
。

付
添
代
官
藤
本
恕
助
様

上
下
三
人
宿
・
善
作
宅
。

付
添
大
庄
屋
宿
・
新
左
衛
門
宅
。

郡
中
通
夫
宿
・
徳
次
郎
宅
。

郡
送
物
宰
領
、
料
理
人
利
十
共
に
三
人
宿
・
伯
英
宅
。
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難
所
・
天
草
灘
西
海
岸

鬼
岡
浦
と
は
鬼
海
が
浦
の
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
当
時
は

鬼
岡
浦
と
呼
ん
で
い
た
の
か
。
地
名
は
字
名
、
小
字
が
多
く
出
て
く

る
の
で
、
分
ら
な
い
所
が
多
い
が
、
中
に
は
現
在
で
は
な
く
な
っ
た

地
名
も
多
い
。

本
日
の
本
隊
測
量
地
は
、
天
草
西
海
岸
で
も
一
番
の
風
光
明
媚
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
藪
椿
が
自
生
し
て
い
る
地
は
西
平
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
も
多
数
植
え
ら
れ
、
ま
た
夕
日
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
を
通
る
と
な
る
と
、
目
も
く
ら
む
よ
う
な
絶
壁
が

行
く
手
を
遮
り
、
名
う
て
の
難
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
日
で
は
道

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
難
な
く
通
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
数
年
前

に
、
車
が
数
十
メ
ー
ト
ル
の
崖
下
に
転
落
し
、
乗
車
し
て
い
た
三
人

が
死
亡
す
る
と
い
う
、
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

忠
敬
日
記
で
は
、
「
波
荒
舟
行
難
成
、
歩
行
し
て
・
・
・
」
と
記

し
て
い
る
。
つ
ま
り
難
所
故
、
舟
で
測
量
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

波
が
高
く
舟
で
の
測
量
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、
歩
行
で
測
量
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
宜
珍
の
巡
廻
日
記
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
宜
珍
は
、
高
浜
に
帰
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
宜
珍
の
秘
書
的
関

係
者
か
あ
る
い
は
子
（
養
子
）
の
定
温
か
信
親
の
記
述
か
。

曇
天
戌
亥
風
強
打
降
不
絶
・
卯
刻
頃
御
乗
船

風
波
強
御
座
候

得
共
押
而
御
測
量
之
御
積
ニ
而
御
出
立

船
ゟ
御
測
量
難
相
成
候

ニ
付

海
辺
付
俄
ニ
道
拵
ニ
而
陸
測
量
ニ
而
大
江
高
浜
境
ま
て
相

済
申
上
刻
頃
高
浜
御
着
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と
、
簡
潔
な
文
だ
が
、
舟
で
ダ
メ
な
ら
陸
で
行
く
し
か
な
い
。
し

か
し
、
道
は
な
い
。
な
ら
ば
道
を
作
ろ
う
。
と
い
っ
て
も
、
波
飛
沫

を
被
り
な
が
ら
、
荒
磯
に
道
を
作
っ
て
ま
で
の
執
念
と
も
い
え
る
測

量
。
測
量
す
る
の
も
大
変
だ
が
、
俄
か
に
道
を
作
ら
さ
れ
た
地
元
民

も
、
半
ば
あ
き
れ
つ
つ
の
作
業
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
由
比
質
は
「
伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
」
の
な
か
で
、
こ
の
様

子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
（
意
訳
）

十
月
七
日
大
江
村
か
ら
、
高
浜
村
に
掛
け
て
沿
海
実
測
に
取

り
掛
か
っ
た
時
、
風
強
く
波
荒
く
、
非
常
に
困
難
し
た
が
翁

（
忠
敬
）
は
船
頭
を
叱
咤
督
励
、
無
理
に
船
を
出
さ
し
め
た
。

然
る
に
到
底
危
険
で
あ
る
の
で
、
や
む
を
得
ず
船
を
止
め
返
し

た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
止
め
な
い
。
大
江
村
か
ら
高
浜
村
ま
で
、

名
に
負
う
海
岸
の
難
所
を
道
な
き
道
を
拵
え
て
、
陸
上
か
ら
実

測
を
敢
行
し
て
高
浜
村
ま
で
進
ん
だ
。
（
天
草
島
鏡
収
録
）

ま
た
『
伊
能
忠
敬
』
大
谷
亮
吉
著
に
、
忠
敬
の
逸
話
が
、
17
点
に

渡
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
こ
の
時
の
こ
と
が
こ
う
書
か

れ
て
い
る
。

忠
敬
も
と
船
を
好
ま
ず
。
然
れ
ど
も
実
測
業
務
を
行
わ
ん
が

た
め
に
は
、
風
雨
の
際
と
い
え
ど
も
乗
船
を
少
し
も
乗
船
を
止

め
る
ど
こ
ろ
か
、
舟
子
の
躊
躇
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
を
叱

咤
激
励
し
、
危
険
を
冒
し
た
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
か
つ
て
天

草
諸
島
を
測
り
た
る
時
、
一
日
風
雨
険
悪
に
し
て
、
舟
子
等
が

出
船
を
断
っ
た
。
忠
敬
即
ち
曰
く
。
九
州
男
子
の
勇
敢
な
る
は
、

世
に
定
評
が
あ
る
。
然
る
に
な
ぜ
怯
懦
な
る
や
と
。
舟
子
等
こ

き
ょ
う
だ

れ
を
聞
き
憤
激
し
、
強
い
て
舟
を
出
し
た
が
、
転
覆
せ
ん
と
す

る
幾
度
な
る
か
を
知
ら
ず
。
死
力
を
尽
く
し
て
よ
う
や
く
一
地

に
避
難
し
、
事
な
き
を
得
た
り
と
。

ま
た
あ
る
時
風
雲
急
に
し
て
、
舟
子
等
船
を
出
す
を
欲
せ
ず
。

忠
敬
曰
く
、
余
の
見
る
と
こ
ろ
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
暴
風
雨
の

兆
し
無
し
。
速
や
か
に
船
を
出
す
に
若
か
ず
と
。
よ
っ
て
舟
子

を
促
し
て
出
船
さ
せ
る
。
然
る
に
行
く
こ
と
幾
な
ら
ず
し
て
、

風
雨
大
に
来
た
り
。
航
行
は
頗
る
困
難
に
至
り
て
、
舟
子
等
は

不
満
に
堪
え
ず
し
て
曰
く
。
先
生
は
天
文
家
な
り
と
聞
く
が
、

天
気
に
関
す
る
予
想
の
当
た
ら
な
い
こ
と
。
何
で
そ
の
こ
と
は

甚
だ
し
い
の
か
と
。
風
も
雨
も
中
天
の
事
な
り
。
そ
の
変
動
、

動
き
も
す
れ
ば
以
外
の
こ
と
も
あ
る
。
余
は
天
文
家
に
し
て
中

天
家
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
中
天
の
事
、
あ
る
い
は
時
に
当
た

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
。

た
だ
し
、
註
と
し
て
、
こ
の
逸
話
は
「
伊
能
家
伝
説
、
天
草
上
田

宜
珍
記
録
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
偉
人
は
逸
話
を
生
む
で
、
こ
れ
は

史
実
で
は
な
く
、
後
世
の
人
の
作
り
話
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
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し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
れ
を
真
実
に
近
い
話
と
し
て
信
じ
た
い
。
つ

ま
り
、
こ
の
く
ら
い
の
根
性
と
使
命
感
が
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
偉
業

を
為
し
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

天
草
下
田
温
泉

こ
の
日
坂
部
隊
が
泊
ま
っ
た
地
は
、
現
在
の
下
田
温
泉
の
地
で
あ

る
。
こ
の
下
田
温
泉
は
、
建
武
二
年
（
１
３
３
５
）
、
後
醍
醐
天
皇

の
時
代
。
白
鷺
が
湯
あ
み
に
に
来
る
こ
と
か
ら
、
発
見
さ
れ
た
と
い

う
、
歴
史
の
あ
る
温
泉
で
あ
る
。

現
在
天
草
に
は
、
自
治
体
や
民
間
に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
温
泉
が

掘
削
さ
れ
て
で
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
天
草
で
唯
一
の
温
泉
で

あ
っ
た
。
さ
て
、
坂
部
隊
が
泊
ま
っ
た
こ
ろ
の
温
泉
の
様
子
は
ど
う

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
温
泉
宿
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
村
人
が
温

泉
を
利
用
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
。
坂
部
隊
員
が
温
泉
に
入
っ
た
の

か
ど
う
か
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
文
化
六
年
の
宜
珍
日

記
に
は
、
「
大
島
洲
崎
老
母
（
国
民
屋
一
統
の
小
山
氏
）
並
び
に
孫

娘
、
下
津
深
江
へ
入
湯
へ
参
る
・
・
・
」

と
あ
り
、
湯
治
が
あ
っ
て

い
た
の
は
確
か
だ
。

19
日
目

11
月
４
日
（
十
月
八
日
）

測
地
・
高
浜
村(

天
草
市
天
草
町)

都
呂
々
村
、
志
岐
村
・
上
津
深
江(

苓
北
町)

泊
地
・
【
伊
能
隊
】
高
浜
村(

天
草
市
天
草
町)

【
坂
部
隊
】
富
岡
町(

苓
北
町)

《
測
》

朝
曇
り
度
々
小
雨

【
伊
能
隊
】

７
時
出
発
。

昨
日
測
留
め
の
高
浜
村
西
平
よ
り
開
始
。
竹
ノ
迫
、
デ
ン

迫
、
田
代
、
ボ
シ
、
崎
山
、
松
葉
、
高
浜
本
村
江
尻
、
夷

ノ
本
、
宮
ノ
前
、
舟
律
、
諏
方
通
り
、
そ
れ
よ
り
小
田
床

村
鬼
岡
浦
、
横
枕
迄
測
る
。
手
分
の
側
と
合
測
（
７
・
７
㎞
、

外
に
舟
津
よ
り
止
宿
打
ち
上
げ
、
中
向
、
久
俣
ノ
下
１
６
９

ｍ
）
。

宿
・
前
日
と
同
。

※
舟
津
を
舟
律
、
諏
訪
を
諏
方
と
誤
記
。

【
坂
部
隊
】

４
時
頃
下
津
深
江
村
出
発
。

都
呂
々
村
木
場
木
印
よ
り
始
め
る
。
順
測
。
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国
性
寺
領
年
柄
村
、
内
田
村
、
志
岐
村
地
先
富
岡
町
（
五

※印
を
残
す
）
、
堀
印
迄
測
る
（
６
・
７
㎞
）
。
堀
印
か
ら
橋

印
ま
で
１
０
５
ｍ
、
ま
た
橋
印
か
ら
袋
印
迄
２
・
１
㎞
、
袋

か
ら
曲
﨑
片
側
測
１
・
４
㎞
、
合
計
１
０
・
３
㎞
。

15
時
富
岡
町
着
。

本
陣
・
荒
木
三
左
衛
門
。

別
宿
・
末
屋
市
三
郎
。

※
国
照
寺
を
国
性
寺
と
誤
記
。

五
は
五
丁
目
、
掘
は
百
閒
土
手
、
橋
は
石
橋
、
袋
と
は
袋
湾
の
こ

と
だ
ろ
う
。
五
丁
目
は
、
富
岡
の
町
割
り
の
一
、
橋
は
大
手
門
の
所

に
あ
っ
た
石
橋
（
現
存
し
て
い
な
い
）
の
こ
と
。

《
巡
》
西
風
が
激
し
く
雨
降
り
止
ま
ず

伊
能
様
休
足
。

代
官
様
も
休
足
。

下
河
辺
様
永
井
様
測
量
に
出
立
。
高
浜
村
小
田
床
村
境
ま

で
済
む
。

15
時
頃
帰
宿
。

一
、
明
日
当
村
よ
り
富
岡
町
迄
陸
路
で
行
く
は
ず
の
た
め
、

そ
の
旨
を
富
岡
へ
泊
ま
っ
て
い
る
坂
部
様
付
き
添
い
の
大

庄
屋
へ
書
状
を
差
し
出
す
。

一
、
今
晩
月
を
見
せ
て
も
ら
う
。
付
廻
り
そ
の
他
高
浜
役

座
の
衆
、
あ
ら
ま
し
見
せ
て
い
た
だ
く
。
20
時
頃
済
む
。

天
体
観
測
も
21
時
頃
に
済
む
。

《
宜
》伊

能
様
は
お
休
み
。
下
河
辺
様
上
下
６
人
、
７
時
頃
出
発
。
大

そ
う
づ
測
量
済
カ
所
よ
り
、
海
辺
通
り
道
順
に
小
淵
ま
で
測
量
。

そ
れ
よ
り
高
札
場
ま
で
測
量
。
白
洲
へ
渡
り
、
諏
訪
社
い
て
昼

食
。
そ
れ
よ
り
小
崎
海
辺
通
り
小
田
床
横
枕
ま
で
測
量
。
15
時

頃
当
村
へ
引
き
取
り
。

今
晩
月
を
見
せ
て
も
ら
う

こ
の
日
は
、
宜
珍
巡
回
記
に
よ
る
と
、
忠
敬
は
休
息
し
て
い

る
が
、
忠
敬
日
記
に
は
そ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。

《
巡
》
に
は
、
夜
は
望
遠
鏡
で
月
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
「
今

晩
之

月
拝
見
ニ

附
廻
中
其
外
高
浜
役
座
之

衆
中
荒
増
御
見
セ
被

成
下

尤
戌
刻
頃
迄
ニ

相
済
」
と
記
し
て
い
る
。
宜
珍
を
始
め
、

村
人
が
初
め
て
望
遠
鏡
で
月
を
観
て
、
そ
の
喜
び
や
は
し
ゃ
ぎ

よ
う
が
目
に
浮
か
ぶ
。

天
気
は
悪
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
夜
半
に
は
晴
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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こ
の
日
は
陰
暦
の
八
日
な
の
で
、
月
は
半
月
。
満
月
だ
っ
た
ら
も
っ

と
喜
び
が
あ
っ
た
と
思
う
。
当
時
の
望
遠
鏡
の
精
度
が
ど
の
く
ら
い

だ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
（
か
な
り
の
精
度
で
あ
っ
た
と
い
う
評
も

あ
る
）
、
あ
ば
た
も
観
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。
後
述
の
大
谷
に
よ
れ

ば
、
「
鏡
玉
は
す
べ
て
単
玉
に
し
て
色
収
差
が
存
在
す
る
に
も
係
ら

ず
、
影
像
は
比
較
的
良
好
鮮
明
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
書
は
大
正
六
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
。

当
時
は
ま
だ
、
月
に
は
ウ
サ
ギ
が
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
？
頃

の
こ
と
、
村
民
が
科
学
に
触
れ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

「
伊
能
忠
敬
」
大
谷
亮
介
編
著
の
中
に
、
こ
の
望
遠
鏡
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
。
要
約
す
る
と
。

寛
政
十
二
年
に
於
け
る
忠
敬
所
蔵
の
測
器
目
の
中
に
、

星

鏡

長

七
尺
五
寸
（
２
・
２
５
ｍ
）

星

鏡

長

五

尺
（
１
・
５
ｍ
）

望
遠
鏡

長

三

尺
（
90
㎝
）

望
遠
鏡

長

二
尺
四
寸
（
72
㎝
）

の
目
が
あ
る
。

星
鏡
と
は
専
ら
天
体
観
望
に
用
い
た
長
大
の
機
器
を
言
い
、
望

遠
鏡
は
主
と
し
て
遠
距
離
に
あ
る
他
物
を
望
見
す
る
た
め
に
用
い

た
。
こ
の
中
で
最
も
大
き
い
も
の
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
、
４
個

の
１
閉
帳
製
の
円
筒
か
ら
な
り
、
使
用
し
な
い
場
合
は
、
こ
れ
を

短
縮
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

対
物
鏡
に
は
直
径
一
寸
５
分
、
焦
点
距
離
約
７
尺
の
両
凸
単
鏡

玉
を
用
い
、
こ
れ
を
絞
っ
て
８
分
５
厘
の
口
径
で
あ
る
。
接
眼
鏡

に
は
２
寸
１
分
ば
か
り
の
間
隔
を
持
っ
て
直
径
１
寸
１
分
余
り
、

及
び
１
寸
ば
か
り
の
両
凸
単
鏡
玉
を
連
結
し
た
も
の
を
使
用
し
、

逆
影
像
が
生
じ
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
星
鏡
は
、
全
長
５
尺
ほ
ど
。
た
だ
し
、
接
眼
鏡
は

３
個
の
単
鏡
玉
よ
り
成
り
、
直
影
像
の
配
列
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
等
星
鏡
の
鏡
玉
は
、
和
泉
国
貝
塚
の
岩
橋
善
兵
衛
の
製
作
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

以
下
云
々
。

宜
珍
は
、
単
に
「
今
晩
之
月
拝
見
ニ
・
・
」
と
記
し
て
い
る
だ
け

で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
望
遠
鏡
で
見
た
の
か
星
鏡
で
見
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
星
鏡
と
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
天

体
望
遠
鏡
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
望
遠
鏡
は
、
当
時
宜
珍
も
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
、
「
宜

珍
日
記
」
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当
然
と
は
い
え
、
現
在
の
物
と
比
べ
、
か
な
り

の
大
型
で
あ
る
。
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